
一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

⌒
一
三

島
根
・
出
雲
国
庁
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
松
江
市
大
草
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
八
年

（昭
４３
）
八
月
を

一
九
七
〇
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
江
市
赦
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
　
清

・
坪
井
清
足

・
町
田
　
章
　
他

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ぞ
九
世
紀

７
　
遣
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
雲
国
庁
跡
は
、
出
雲
国
分
寺
の
南

一
血
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
国

庁
の
正
殿
と
そ
の
北
方
の
庁
舎
部
分
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
正
殿
を
ふ
く
め

て
掘
立
柱
建
物

一
二
棟
、
濤
十
数
条
、
塀
七
条
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
発
見
さ

れ
た
国
庁
の
建
築
遺
構
は
、
国
庁
内
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
年
代
か
ら
、
七
世

紀
か
ら
九
世
紀
こ
ろ
ま
で
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
遺
構
は
五
時
期
に
区
分
さ

れ
る
。
木
簡
は
国
庁
の
北
辺
に
あ
た
る
東
西
濤
の
正
庁
北
方
に
あ
た
る
地
点
と
、

西
辺
に
あ
た
る
南
北
濤
と
か
ら
合
計

一
二
点

（南
北
濤
一
点
）
出
土
し
て
い
る
。

東
西
濤
は
幅
二

・
五
ｍ
、
深
き
約
五
〇
伽
を
は
か
り
、
南
北
濤
も
ほ
ぽ
同
規
模

の
も
の
で
あ
る
。
国
庁
域
内
か
ら
は

「厨
」

「酒
杯
」

「国
」

コ
死
」

「浄
成
」

「賀
」
「石
□
」
「□
女
」
「大
」
「少
目
」
な
ど
の
墨
書
土
器
と

「市
口
」
「由
」

「門
」

「社
辺
」
な
ど
の
ヘ
ラ
書
き
を
も
つ
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。　
ま
た

一

九
四
三
年
に
は

「春
」
の
印
文
を
も
つ
銅
印

一
顆
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

大
原
評
　
□
部
　
□
回
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
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μ巽
∞
霞

②
　
。
「
進
上
兵
士
財
□
□
□

。
「
　
　
口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蛋
∀
∞貸
い
ｏお

①

　

ロ

マ
三
百
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｏ

災
こ

益

Φ驚

①
の
み
が
南
北
濤
出
上
、
他
は
東
西
濤
出
上
で
あ
る
。
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文
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清
明
）


